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元
禄
期
の
節
用
集
に
つ
い
て

一
、
は

じ

め

に

慶
長
年
間
に
刊
行
さ
れ
た
易
林
本
節
用
集

（以
下
、
易
林
本
と
称
す
る
）
の

所
収
語
は
、

「詩
文
等
に
用
ゐ
る
語
が
比
較
的
多
く
し
て
通
俗
の
語
は
割
合
に

（
１
）

少
い
」
も
の
で
あ
っ
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
所
収
語
の
大
部
分
を
踏
襲

す
る
に
過
ぎ
な
い
節
用
集
が
、
そ
の
後
も
長
く
版
本
の
節
用
集
の
主
流
を
占
め

て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
元
禄
期
を
境
に
し
て
、
易
林
本
の
流
れ
を
く

む
節
用
集
の
版
行
が
次
第
に
少
な
く
な
り
、
そ
れ
以
外
の
形
式
と
内
容
を
有
す

る
節
用
集
と
の
交
替
が
み
ら
れ
る
と
い
う
。
こ
の
時
期
に
新
た
に
編
纂
さ
れ
た

節
用
集
に
は
次
代
の
要
求
を
充
た
す
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
元
禄

七
年
刊
行
の
西
鶴
織
留
の
巻

一
に
は

「節
用
集
に
見
え
わ
た
ら
ぬ
難
字
を
庄
屋

殿
よ
り
度
々
た
づ
ね
」
ら
れ
て
苦
心
す
る
手
習
い
師
匠
が
登
場
す
る
。
こ
の
記

述
は
節
用
集
が
庄
屋
層
に
ま
で
ひ
ろ
く
参
照
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
も

示
唆
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
時
代
を
迎
え
て
節
用
集
の
所
収
語
は
従
来
の
ま

ま
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

ま
た
、
元
禄
期
に
先
立
つ
寛
文
年
間
か
ら
貞
享
年
間
に
か
け
て
は
、
頭
書
に

見
出
語
に
つ
い
て
の
注
を
配
す
る
寛
文

一
〇
年
刊
の
頭
書
増
補
二
行
節
用
集
、

多
く
の
編
纂
資
料
を
参
照
し
て
大
規
模
な
増
補
を
し
た
延
宝
八
年
刊
の
合
類
節

用
集
や
新
刊
節
用
集
大
全
、
古
本
節
用
集
永
禄
十

一
年
本
類
を
参
照
し
て
増
補

米

谷

隆

史

を
行
っ
た
寛
文
五
年
刊
の
真
草
二
行
節
用
集

（以
下
、
寛
文
増
補
本
と
称
す

る
）、
寛
文
増
補
本
に
若
干
の
増
補
改
編
を
加
え
た
延
宝
四
年
刊
の
増
補
二
行

節
用
集

（以
下
、
延
宝
増
補
本
と
称
す
る
）、
延
宝
増
補
本
に
さ
ら
に
合
類
節

用
集
や
新
刊
節
用
集
大
全
を
参
照
し
て
増
補
を
行
っ
た
貞
享
三
年
刊
の
広
益
二

行
節
用
集

（以
下
、
広
益
二
行
本
と
称
す
る
）
等
の
新
し
い
節
用
集
が
開
版
さ

れ
始
め
た
時
期
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
節
用
集
の
ど
の
部
分
を
受
け
て
元
禄
期
の

節
用
集
は
編
纂
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
以
上
の
よ
う
な
問
題
を
考
え
る
た
め

に
、
本
稿
で
は
元
禄
期
に
版
行
さ
れ
た
節
用
集
諸
本
の
所
収
語
を
比
較
し
、
あ

わ
せ
て
、
系
統
の
分
類
を
行
う
も
の
と
す
る
。

本
稿
で
の
調
査
範
囲
は
、
辞
書
本
文
の

「
い
」
部
と

「あ
」
部
の
所
収
語
を

中
心
と
し
た
。
新
し
い
節
用
集
を
売
り
出
す
に
あ
た
っ
て
は
、
従
来
の
節
用
集

よ
り
も
優
れ
て
い
る
こ
と
を
明
示
す
る
必
要
が
存
す
る
が
、

「
い
」
部
則
ち
巻

頭
部
分
が
最
も
違
い
が
明
確
に
打
ち
出
さ
れ
や
す
い
部
分
と
考
え
ら
れ
る
か
ら

で
あ
る
。
「あ
」
部
は
、
「
い
」
部
か
ら
は
窺
う
こ
と
の
で
き
な
い
系
統
関
係
が

存
す
る
場
合
を
想
定
し
て
参
照
す
る
こ
と
に
し
た
も
の
で
、
こ
ち
ら
の
方
は
辞

書
の
後
半
部
分
で
あ
る
程
度
の
所
収
語
数
が
あ
る
と
い
う
こ
と
に
よ
る
。
ま
た
、

頭
書
部
分
で
あ
っ
て
も
い
ろ
は
分
類
の
な
さ
れ
た
語
彙
集
の
部
分
に
は
検
討
を

加
え
る
こ
と
と
す
る
。

な
お
、
各
書
の
引
用
に
際
し
て
、
異
体
字
は
多
く
現
行
の
字
体
に
改
め
、
割



書
は

〔　
〕
内
に
示
す
も
の
と
す
る
。
ま
た
、
語
の
一
致
の
認
定
に
際
し
て
は

字
形
や
語
形
の
小
異
は
無
視
す
る
こ
と
と
す
る
。
調
査
は
影
印
や
マ
イ
ク
ロ
フ

ィ
ル
ム
が
あ
る
も
の
は
そ
れ
を
参
照
し
、
不
鮮
明
な
部
分
は
原
本
に
よ
っ
て
確

認
す
る
こ
と
と
し
た
。

二
、
対
象
と
す
る
節
用
集

佐
藤
貴
裕
氏
作
成
の
資
料
か
ら
、
刊
記
な
ど
に
よ
っ
て
元
禄
期
に
版
行
さ
れ

た
も
の
と
思
わ
れ
る
節
用
集
諸
本
を
抜
き
出
す
と
次
の
よ
う
で
あ
る

（〈　
〉

内
に
刊
年
を
記
し
た
も
の
は
拙
蔵
本
で
、
刊
記
や
奥
付
の
欠
落
し
て
い
る
た
め
、

年
代
記
等
の
最
終
記
載
年
に
よ
っ
て
刊
年
の
上
限
を
推
定
し
た
も
の
で
あ
る
）。

イ
、
頭
書
大
成
節
用
集
　
　
　
　
　
一九
禄
二
　
八
　
一
〇
　
一
一

口
、
頭
書
増
補
節
用
集
大
全
　
　
　
一九
禄
二
　
四
　
五
　
七
　
八
　
一
〓
一

ハ
、
頭
書
増
補
節
用
集
綱
目
　
　
　
一九
禄
ニ
　
エハ
　
七
　
八
　
九

二
、
二
体
節
用
集
　
　
　
　
　
　
　
一九
禄
二

ホ
、
頭
書
大
益
節
用
集
綱
目
　
　
　
一九
禄
三
　
亀
田
文
庫
蔵

へ
、
節
用
集
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一九
禄
三

卜
、
大
極
節
用
国
家
鼎
宝
三
行
綱
目
元
禄
三
　
一馴
田
富
誤
氏
蔵

チ
、
頭
書
大
広
益
節
用
集
　
　
　
　
一九
禄
四
　
亀
田
文
庫
蔵

り
、
世
話
字
節
用
集
　
　
　
　
　
　
一九
禄
五

ヌ
、
大
海
節
用
和
国
宝
蔵
　
　
　
　
一死
禄
六
　
亀
田
文
庫
蔵

ル
、
大
広
益
節
用
集
　
　
　
　
　
　
一九
禄
六
　
玉
川
大
学
蔵

ヲ
、
広
益
字
尽
重
宝
記
綱
目
　
　
　
一九
禄
六

ワ
、
大
広
益
節
用
集
　
　
　
　
　
　
一九
禄
九
　
上
田
市
立
図
書
館
蔵

力
、
頭
書
増
補
節
用
集
　
　
　
　
　
一九
禄
九

ヨ
、
頭
書
増
字
節
用
集
大
成
　
　
　
一九
禄

一
〇
　
亀
田
文
庫
蔵

夕
、
頭
書
増
補
大
大
節
用
集

レ
、
頭
書
増
補
大
成
節
用
集

三
ハ
　
刈
谷
市
立
図
書
館
蔵

〈元
禄

一
〇
〉

元
禄

一
一　
亀
田
文
庫
蔵

一
一
一　
亀
田
文
庫
蔵
　
一
〓
一

＾
６
）

ソ
、
新
大
成
増
字
万
宝
節
用
集
　
　
〈元
禄

一
一
〉

ツ
、
三
才
全
書
俳
林
節
用
集
　
　
　
一九
禄

一
三

ネ
、
万
宝
節
用
集
　
　
　
　
　
　
　
一九
禄

一
四
　
広
島
大
学
蔵

ナ
、
大
大
節
用
集
大
家
蔵
　
　
　
　
〈元
禄

一
六
〉

こ
の
う
ち
、
イ
、
口
、　
ハ
の
系
統
の
諸
本
に
つ
い
て
は
高
梨
氏
の
論
考
に
言

及
が
存
す
る
の
で
本
稿
で
は
そ
れ
を
参
照
す
る
こ
と
と
し
た
。
ま
た
、
ヌ
は
、

唯

一
実
見
で
き
た
亀
田
文
庫
蔵
本
が
、
元
禄
六
年
開
版
と
す
る
刊
記
こ
そ
有
す

る
も
の
の
、
年
代
記
の
記
載
は
宝
永
七
年
ま
で
く
だ
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
本
稿

で
は
対
象
と
し
な
か
っ
た
。
ま
た
、
り
に
つ
い
て
は
、
既
に
古
屋
彰
氏
に
よ
っ

て
和
語
対
類
等
と
の
関
係
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
、
節
用
集
と
い
う

名
を
有
す
る
と
は
い
え
意
義
分
類
が
な
さ
れ
る
の
み
の
小
規
模
な
書
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
同
じ
く
、
ヲ
と
ツ
に
つ
い
て
も
合
類
節
用
集
と
の
関
係
が
先
学
に
よ

っ
て
明
確
に
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
省
略
に
従
っ
た
。
な
お
、
そ
れ
以
外
に
本

稿
で
所
蔵
を
示
し
て
い
な
い
二
、　
へ
、
力
と
レ
の
元
禄

一
三
年
刊
本
は
未
見
で

あ
る
。
対
象
と
し
た
節
用
集
を
辞
書
本
文
の
所
収
語
に
よ
っ
て
分
類
す
る
と
以
下
の

よ
う
で
あ
る
。

①
イ
　
ロ
　
ハ

（以
下
、
頭
書
増
補
本
と
称
す
る
）

②
ホ
　
ト

（以
下
、
三
行
本
と
称
す
る
）

③
チ
　
ル

（以
下
、
大
広
益
本
と
称
す
る
）

④
ワ
　
ヨ
　
タ
　
レ
　
ソ
　
不ヽ
　
ナ

（以
下
、
元
禄
改
編
本
と
称
す
る
）



結
論
を
先
取
り
し
た
形
で
述
べ
る
と
、
三
行
本
以
下
の
系
統
の
節
用
集
は
い

ず
れ
も
、
頭
書
増
補
本
と
広
益
二
行
本
の
所
収
語
を
中
心
に
編
纂
さ
れ
て
い
る

よ
う
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
本
稿
で
は
三
行
本
以
下
の
各
系
統
に
つ
い
て
は
、

刊
年
が
最
も
早
い
ホ
、
チ
、
ワ
の

「
い
」
部
と

「あ
」
部
の
、
ａ
所
収
語
数
、

ｂ
ａ
の
う
ち
頭
書
増
補
本
の
所
収
語
と

一
致
す
る
所
収
語
数
、
ｃ
ａ
の
う
ち
広

益
二
行
本
の
所
収
語
と
一
致
す
る
所
収
語
数
、
ｄ
ａ
の
う
ち
頭
書
増
補
本
、
広

益
二
行
本
い
ず
れ
の
所
収
語
と
も

一
致
し
な
い
所
収
語
数
、
を
示
し
つ
つ
検
討

を
行
っ
て
い
く
こ
と
に
す
る
。
な
お
、
頭
書
増
補
本
以
外
の
節
用
集
は
い
ず
れ

も

「
い
」
部
に

「ゐ
」
部
の
所
収
語
を
含
ん
で
い
る
。
広
益
二
行
本
の

「
い
」

部
の
所
収
語
は
九
四
六
語
、
「あ
」
部
の
所
収
語
は
九
五
四
語
で
あ
り
、
頭
書

増
補
本
の

「
い
」
部
と

「ゐ
」
部
の
合
計
所
収
語
は
四
六
七
語
、
「あ
」
部
の

所
収
語
は
二
九
六
語
で
あ
る
。
広
益
二
行
本
は
頭
書
増
補
本
の
元
に
な
っ
た
系

統
の
節
用
集
に
増
補
を
加
え
て
い
る
た
め
、
頭
書
増
補
本
の
所
収
語
の
う
ち

「
い
」
部
及
び

「ゐ
」
部
の
四

一
五
語
と

「あ
」
部
の
三
七
五
語
は
広
益
二
行

本
に
も
収
め
ら
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
い
ず
れ
か
の
節
用
集
を
参
照
し
て

い
る
か
否
か
は
、
重
出
し
て
い
な
い
語
が
み
ら
れ
る
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
と
、

語
順
の
一
致
の
度
合
に
よ
っ
て
判
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
頭
書
増
補

本
に
増
補
を
加
え
う
る
節
用
集
と
し
て
は
易
林
本
や
合
類
節
用
集
、
新
刊
節
用

集
大
全
も
注
目
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
先
行
の
節
用
集
を
参
照
し
て
の

増
補
が
あ
る
か
ど
う
か
も
確
認
し
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

三
、
編
纂
資
料
の
考
察

①
頭
書
増
補
本
　
イ
　
ロ
　
ハ

寛
文

一
〇
年
刊
の
頭
書
増
補
二
行
節
用
集
に
始
ま
る
系
統
の
節
用
集
で
あ
る
。

易
林
本
の
内
容
に
若
干
の
増
補
改
編
を
加
え
な
が
ら
も
、
大
局
的
に
は
所
収
語

の
削
減
を
以
て
推
移
し
て
き
た
近
世
初
期
節
用
集
の
代
表
的
な
系
統
で
あ
る
。

元
禄
期
に
辞
書
を
編
纂
し
よ
う
と
す
る
際
は
、
ま
ず
こ
の
系
統
の
節
用
集
を
い

か
に
増
補
改
編
す
る
か
が
問
題
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

高
梨
氏
の
報
告
に
よ
る
と
、
こ
の
系
統
の
イ
、
口
、　
ハ
の
所
収
語
は
い
ず
れ

も
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
旧
来
の
節
用
集
の
所
収
語
を
受
け
継
ぐ
こ
の
系
統
の
節

用
集
が
元
禄
期
に
お
い
て
も
な
お
大
き
な
位
置
を
占
め
て
い
た
こ
と
は
注
目
す

べ
き
こ
と
で
あ
ろ
う
。
易
林
本
節
用
集
か
ら
三
割
ほ
ど
所
収
語
を
減
じ
て
い
る

と
さ
れ
る
こ
の
節
用
集
が
使
用
者
に
と
っ
て
十
分
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
、
ま

た
、
十
分
と
は
い
え
な
い
ま
で
も
あ
る
程
度
は
役
立
つ
と
み
ら
れ
て
い
た
と
す

る
な
ら
ば
、
い
か
な
る
使
用
目
的
が
想
定
さ
れ
る
の
か
。
近
世
節
用
集
の
研
究

に
お
い
て
は
、
増
補
改
編
の
位
置
づ
け
と
と
も
に
、
同
じ
所
収
語
の
節
用
集
が

版
行
さ
れ
続
け
た
こ
と
の
意
味
に
つ
い
て
も
今
後
検
討
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。

さ
て
、
こ
の
頭
書
増
補
本
の
系
統
の
中
で
も
、
元
禄
五
年
刊
の
頭
書
増
補
節

用
集
大
全
は
、
高
梨
氏
が
、
「
い
部
の
乾
坤
門
と
言
語
門
に
集
中
的
な
増
補
が

あ
る
」
延
宝
四
年
初
刊
の
増
補
頭
書
両
点
二
行
節
用
集
と

「同
じ
増
補
項
目
群

を
も
っ
た
節
用
集
」
で
あ
る
と
述
べ
て
お
り
、
注
目
さ
れ
る
一
本
で
あ
る
。
こ

こ
で
述
べ
ら
れ
た
延
宝
四
年
刊
本
と
元
禄
五
年
刊
本
は
筆
者
未
見
の
た
め
、
い

ま
、
架
蔵
の
貞
享
四
年
刊
、
増
補
頭
書
両
点
二
行
節
用
集

（以
下
、
頭
書
両
点

本
と
称
す
る
）
に
よ
っ
て
そ
の

「増
補
項
目
」
を
確
認
す
る
と
、
高
梨
氏
の
言

及
の
通
り
、
「
い
」
部
に
は
頭
書
増
補
本
に
見
ら
れ
な
い
語
が
乾
坤
門
に
六
五
語
、

言
語
門
に
九
八
語
見
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
語
は
い
ず
れ
も
寛
文
増
補
本
の
系
統

の
節
用
集
か
ら
増
補
さ
れ
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
初
刊
の
年
次
を
勘
案
す
る

と
、
寛
文
増
補
本
と
延
宝
増
補
本
が
増
補
資
料
の
候
補
と
な
る
が
、
頭
書
両
点

本
と
延
宝
増
補
本
の

「
い
」
部
乾
坤
門
に

「
印
南
野
」
と
あ
る
語
を
寛
文
増

補
本
が

「市
南
野
」
と
す
る
こ
と
や
、
同
じ
く
乾
坤
門
に

「五
十
狭
」
と
あ
る



語
を
寛
文
増
補
本
が
収
め
な
い
こ
と
な
ど
か
ら
、
延
宝
増
補
本
の
よ
う
な
節
用

集
が
参
照
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
最
も
参
照
の
頻
度
の
高
い
と
思
わ
れ

る
言
語
門
と
と
も
に
、
乾
坤
門
に
も
増
補
が
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
日
に
つ
き

や
す
い
巻
頭
部
分
に
増
補
を
加
え
る
こ
と
で
従
来
の
節
用
集
と
の
差
異
を
購
買

者
に
意
識
さ
せ
る
と
い
う
目
的
が
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
増
補
さ
れ
た

語
に
歌
枕
と
さ
れ
る
地
名
が
多
い
こ
と
も
注
目
し
て
お
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。

②
三
行
本
　
ホ
　
ト

ト
は
ホ
の
入
木
改
題
本
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
所
収
語
は
同

一
で
あ
る
。
こ
こ

で
は
、
刷
り
の
状
態
か
ら
卜
に
先
ん
じ
て
版
行
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
ホ
に
よ
る

こ
と
に
す
る
。

「
い
」
　

ａ
四
〇
七
語
　
ｂ
二
九
二
語
　
ｃ
三
八
九
語
　
ｄ
　
四
語

「あ
」
　

ａ
六
六
三
語
　
ｂ
二
九
七
語
　
ｃ
六
二
一
語
　
ｄ
三
七
語

こ
の
節
用
集
は
苗
村
丈
伯
の
編
纂
に
か
か
る
。
従
来
の
真
草
二
行
に
、
蒙
字

（古
文
）
を
加
え
た
三
行
に
よ
っ
て
所
収
語
を
掲
出
す
る
点
に
特
徴
が
存
す
る
。

ま
た
、
言
語
門
の
凡
例
で

「和
俗
の
世
話
字
こ
と
ノ
ヽ
く
補

じ
之
誹
諧
の
漢
和

狂

詩
狂
聯
句
に
便
あ
ら
ん
が
た
め
な
り
」
と
述
べ
る
こ
と
は
、
こ
の
節
用
集

の
増
補
が
何
を
目
的
と
し
た
も
の
か
を
示
す
も
の
と
し
て
興
味
深
い
。

所
収
語
は

「
い
」
部
で
は
頭
書
増
補
本
よ
り
も

一
割
以
上
少
な
く
な
っ
て
い

る
も
の
の
、

「あ
」
部
で
は
逆
に
七
割
ほ
ど
増
加
し
て
い
る
。
「
い
」
部
よ
り

も

「あ
」
部
の
増
補
が
多
い
の
は
本
稿
で
と
り
あ
げ
た
節
用
集
の
中
で
こ
の
節

用
集
の
み
で
あ
る
。

「
い
」
部
の
所
収
語
数
が
少
な
く
て
も
蒙
字
を
示
す
と
い

う
形
式
に
よ
っ
て
従
来
の
節
用
集
と
の
差
異
が
十
分
明
確
で
あ
っ
た
と
い
う
こ

と
も
関
連
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

頭
書
増
補
本
の

「
い
」
部
の
所
収
語
は
六
割
強
、
「あ
」
部
の
所
収
語
は
七

割
強
収
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
が
、
い
ず
れ
の
部
に
お
い
て
も
二
行
本
の

所
収
語
を
網
羅
す
る
に
は
至
っ
て
い
な
い
。　
一
方
、
広
益
二
行
本
の
所
収
語
は

「
い
」
部
で
四
割
強
、

「あ
」
部
で
六
割
強
が
収
め
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
で
両

部
と
も
三
行
本
の
所
収
語
の
九
割
強
を
占
め
る
。
の
み
な
ら
ず
、
両
部
と
も
に

語
順
の
上
で
も
広
益
二
行
本
と

一
致
す
る
と
こ
ろ
が
多
い
の
で
あ
る
。　
一
致
す

る
語
の
中
に
は
、
「
い
」
部
乾
坤
門
所
収
の

「出
石
」
等
の
延
宝
増
補
本
の
段

階
で
は
収
め
ら
れ
て
い
な
い
語
も
見
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
三
行
本
は
広
益
二

行
本
を
主
た
る
編
纂
資
料
と
し
た
も
の
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
頭
書
増
補

本
は
、
そ
の
所
収
語
か
ら
広
益
二
行
本
に
は
収
め
ら
れ
て
い
な
い

「
贅
」

（乾
坤
門
）
等
の
語
が
引
用
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
参
考
程
度
に
参
照
さ
れ
た

に
す
ぎ
な
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

頭
書
増
補
本
、
広
益
二
行
本
の
両
書
に
一
致
を
見
な
い
語
に
つ
い
て
み
る
と
、

広
益
二
行
本
の

「生
田
浦

〔摂
州
ど

（乾
坤
門
）
に
対
し
て
三
行
本
に

「生

田
」
（乾
坤
門
）、
と
あ
る
よ
う
に
部
分
的
な

一
致
が
確
認
で
き
る
語
が

「
い
」

部
と

「あ
」
部
あ
わ
せ
て
七
語
存
す
る
が
、
残
り
の
三
四
語
は
他
の
資
料
に
よ

っ
て
増
補
し
た
語
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
う
ち
、
易
林
本
以
下
の
他
の
節
用
集

い
ず
れ
か
の
所
収
語
と

一
致
す
る
の
は
一
七
語
に
す
ぎ
な
い
。

こ
の
節
用
集
の
序
文
に
は

「予
往
年
節
用
集
に
頭
書
し
後
又
文
字
を
廣

益

し
．緩

」̈
鍬
で
世ョ
の
一ィチ匪
と
せ
し
も
な
な
膵
男
ス違
ルげ
副
想
な
き
に
あ
ら
ず
」
と

い
う
記
載
が
あ
る
。
丈
伯
が

「文
字
を
廣

益
し
」
た
節
用
集
は
木
村
秀
次
氏

に
よ
っ
て
、
広
益
二
行
本
の
こ
と
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。
木
村
氏
の
推
測
通
り

広
益
二
行
本
が
苗
村
丈
伯
の
編
纂
に
か
か
る
も
の
で
あ
る
と
す
る
と
、
丈
伯
は

自
ら
の
節
用
集
を
さ
ら
に
改
編
し
て
こ
の
節
用
集
を
編
纂
し
た
と
い
う
こ
と
に

な
る
。
ま
た
、
丈
伯
の
編
纂
し
た
元
禄
六
年
刊
の
小
蒙
増
字
和
玉
篇
綱
目
の
序
文
に



は
「和
玉
節
用
ノ
之
二
書
′、
地
三
鳥
ノ
有ル
つ
両
翼
一　
妃
三
車
ノ
有
ルつ
両
輪
一　
不
じ
Ｌ
レ臨

也
」
と
あ
り
、
往
年
編
纂
し
た
こ
の
節
用
集
に
和
玉
篇
を
加
え
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
「羽
翼
成
輪
輻

湊
」
も
の
で
あ
る
と
記
さ
れ
て
い
る
。
後
述
す
る
ル
、
ワ
、

ネ
の
節
用
集
は
頭
書
に
和
玉
編
を
配
し
て
お
り
、
丈
伯
の
構
想
は
後
に
一
書
の

う
ち
に
実
現
し
た
こ
と
に
な
る
。

③
大
広
益
本
　
チ
　
ル

「
い
」
部
　
ａ
七
三
四
語
　
ｂ
二
九
七
語
　
ｃ
七

一
七
語
　
ｄ

一
三
語

「あ
」
部
　
ａ
三
九
八
語
　
ｂ
二
九
六
語
　
ｃ
三
七
五
語
　
ｄ
　
一
墓
”

チ
と
ル
の
所
収
語
は
ほ
と
ん
ど
が
一
致
し
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
が
、
「
い
」

部
で
チ
の
時
候
門
所
収
の

「往
古
」
を
ル
が

「往
昔
」
と
し
、
ル
が
言
語
門
に

「
一
徹
」
等
の
三
語
を
増
補
し
て
い
る
こ
と
、
「あ
」
部
で
は
チ
の
草
木
門
所

収
の

「朝
顔
」
を
ル
が

「朝
完
」
と
し
て
い
る
こ
と
な
ど
に
加
え
て
、
語
順
に

も
小
異
が
あ
る
。

こ
の
節
用
集
は
、
「
い
」
部
と

「あ
」
部
と
で
主
た
る
編
纂
資
料
が
交
替
を

み
せ
る
。
頭
書
増
補
本
の

「
い
」
部
の
所
収
語
は
八
割
強
が
収
め
ら
れ
て
い
る

こ
と
に
な
る
が
、
大
広
益
本
の
所
収
語
の
五
割
強
を
網
羅
す
る
の
み
で
あ
る
。

一
方
、
広
益
二
行
本
の
所
収
語
は
七
割
強
が
収
め
ら
れ
て
お
り
、
こ
ち
ら
は
大

広
益
本
の
所
収
語
の
九
割
強
を
占
め
る
。
さ
ら
に
、
広
益
二
行
本
は
語
順
の
上

で
も

一
致
す
る
と
こ
ろ
が
多
い
の
で
あ
る
。
ま
た
、　
一
致
す
る
語
の
中
に
は
、

「生
駒
山

〔三
洲
ど

（乾
坤
門
）
の
よ
う
に
延
宝
増
補
本
の
段
階
で
は
収
め
ら

れ
て
い
な
い
語
も
見
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
「
い
」
部
は
広
益
二
行
本
を
主
に

参
照
し
て
編
纂
さ
れ
た
も
の
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
頭
書
増
補
本
は
、
広

益
二
行
本
に
は
収
め
ら
れ
て
い
な
い

「
贅
」
（乾
坤
門
）
等
が
引
用
さ
れ
て

い
る
も
の
の
、
参
考
程
度
に
参
照
さ
れ
た
に
す
ぎ
な
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

な
お
、
「
い
」
部
に
み
ら
れ
る
チ
と
ル
の
相
違
す
る
点
を
広
益
二
行
本
と
比
較

す
る
と
チ
と
一
致
す
る
点
が
多
い
こ
と
か
ら
、
節
用
集
本
文
の
編
纂
も
刊
行
年

の
順
番
と
同
じ
く
チ
が
ル
に
先
立
つ
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

広
益
二
行
本
に
大
部
分
を
拠
っ
て
い
る

「
い
」
部
に
対
し
て
、
「あ
」
部
は
、

語
順
に
小
異
が
存
す
る
こ
と
と
、
言
語
門
末
尾
に
二
語
の
増
補
が
あ
る
こ
と
を

除
く
と
ほ
と
ん
ど
全
く
頭
書
増
補
本
と
同
じ
と
い
っ
て
よ
い
。
こ
の
節
用
集
で

は
、
巻
頭
か
ら
後
の
部
に
い
く
に
し
た
が
っ
て
、
頭
書
増
補
本
を
そ
の
ま
ま
に

引
用
す
る
と
こ
ろ
が
多
く
な
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。

「
い
」
部
に
お
け
る
広
益

二
行
本
の
増
補
は
全
て
の
門
に
わ
た
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
増
補
が
乾
坤
門
と

言
語
門
に
限
ら
れ
る
頭
書
両
点
本
と
直
接
関
係
す
る
も
の
で
は
な
い
と
考
え
ら

れ
る
が
、
巻
頭
部
分
を
中
心
に
増
補
を
加
え
て
、
先
行
の
節
用
集
と
の
差
異
を

打
ち
出
そ
う
と
し
た
意
図
は
同
様
で
あ
ろ
う
。

頭
書
増
補
本
、広
益
二
行
本
の
両
書
に
一
致
を
見
な
い
語
は
チ
で
「家
童
子
」

（人
倫
門
）
等
、
「
い
」
部
と

「あ
」
部
あ
わ
せ
て

一
五
語
存
す
る
が
、
易
林

本
以
下
の
節
用
集
い
ず
れ
か
の
所
収
語
と
一
致
す
る
の
は
七
語
の
み
で
あ
る
。

④
元
禄
増
補
本
　
ワ
　
不ヽ
／
ヨ
　
ソ
／
タ
　
レ
　
ナ

「
い
」
部
　
ａ
四
七
五
語
　
ｂ
二
一
八
語
　
ｃ
三
四
七
語
　
ｄ

一
二
三
語

「あ
」
部
　
ａ
四
三
九
語
　
ｂ
二
五
四
語
　
ｃ
三
六
四
語
　
ｄ
　
五
五
語

ワ
以
下
の
七
本
は
、
後
述
の
よ
う
に
所
収
語
や
語
順
に
若
干
の
異
同
が
存
す

る
が
、
「
い
」
部
と

「あ
」
部
と
も
に
九
割
強
の
所
収
語
を
共
有
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、　
一
系
統
を
な
す
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
系
統
の
節
用
集
の
本
文

（頭
書
や
門
末
に
明
確
に
増
補
語
で
あ
る
こ
と

を
明
示
し
て
掲
出
し
て
い
る
語
を
除
く
）
は
内
部
で
さ
ら
に
斜
線
で
区
切
っ
た

通
り
の
三
類
に
分
類
さ
れ
る

（以
下
そ
れ
ぞ
れ
、
ワ
類
、
ヨ
類
、
夕
類
と
称
し
、



引
用
は
そ
れ
ぞ
れ
ワ
、
ヨ
、
レ
に
よ
る
）。
ま
ず
、
各
類
内
部
で
の
関
係
で
あ

る
が
、
ワ
類
及
び
夕
類
は
そ
れ
ぞ
れ
所
収
語
か
ら
語
順
ま
で
同

一
で
あ
り
、
ヨ

類
は
語
順
に
小
異
こ
そ
存
す
る
も
の
の
、
ソ
が
ヨ
に
は
収
め
ら
れ
て
い
る
「
い
」

部
人
倫
門
の

「逸
民
」
と

「あ
」
部
言
語
門
の

「
案

煩
」
を
逸
す
る
以
外
は

同
じ
所
収
語
を
有
す
る
な
ど
、
い
ず
れ
も
異
同
は
き
わ
め
て
少
な
い
。　
一
方
、

各
類
の
間
の
関
係
は
複
雑
で
あ
る
が
、
お
お
む
ね
、
夕
類
が
比
較
的
開
き
が
大

き
い
ワ
類
と
ヨ
類
と
の
間
に
位
置
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ワ
類

「あ
」
部
言
語

門
の

「相
封
」
「有

難
」
を
ヨ
類
及
び
夕
類
が

「相
封
仕
」
「有

難

存

候
」

と
す
る
こ
と
、
ヨ
類
が

「
い
」
部
の
乾
坤
、
時
候
、
神
祗
、
人
倫
、
名
字
、
食

服
、
言
語
の
各
門
末
に
ワ
類
及
び
夕
類
に
は
収
め
ら
れ
て
い
な
い
語
を
数
語
ず

つ
有
す
る
こ
と
な
ど
が
各
類
を
分
か
つ
特
徴
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
こ
れ
ら
の
三
類
は
そ
れ
ぞ
れ
次
の
よ
う
な
本
文
の
不
整
合
を
有
す

２っ
。　
　
　
　
　
　
マ
マ

ワ
　

　

石

窟

・―
降
　
―
野
　
秋
津
嶋
　
天
地
　
―

下
　
―

ヨ
　
タ
　
天
地
　
―
下
　
―
石
窟

・―
降

―
野

あ意
３
き　
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
え
　
　
　
「ぁ
」
部
乾
坤
門

ヨ
　
　
　
省
雪
　
丸
雪

　

（間
に
二
七
語
）
　

霰

あ
ま
さ
ろ
ゆ
き

あ
ら
れ
　
　
　
同

ワ

タ

答
雪

霰

丸
雪

ぎ
”
　

同
　
　
　
　
　
　
　
　
　
夕
らマ
　
　
　
　
「ぁ
」
部
乾
坤
門

猿
　
有
増

　

（間
に
一
六
語
）
　

荒

荒
猿
　
有
増

「あ
」
部
言
語
門

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
本
文
が
編
纂
さ
れ
た
順
序
は
単
純
に
は
判
断
で
き
ず
、

先
後
関
係
は
必
ず
し
も
明
確
で
は
な
い
。
あ
る
い
は
三
類
に
先
行
す
る
一
本
を

想
定
す
る
必
要
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
以
下
の
検
討
は
刊
年
の

早
い
ワ
類
を
中
心
と
す
る
も
の
の
、
他
の
二
類
も
随
時
参
照
し
て
い
く
こ
と
に

す
る
。

ワ
に
は
、
頭
書
増
補
本
の

「
い
」
部
の
所
収
語
が
五
割
弱
、

「あ
部
」
の
所

収
語
が
六
割
強
収
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
が
、
元
禄
増
補
本
の
所
収
語
を

網
羅
す
る
に
は
遠
く
及
ば
な
い
。　
一
方
、
広
益
二
行
本
の
所
収
語
は

「
い
」
部

「あ
」部
と
も
四
割
弱
が
収
め
ら
れ
て
お
り
、
こ
ち
ら
は
元
禄
増
補
本
の
「
い
」

部
の
所
収
語
の
七
割
強
、
「あ
」
部
の
所
収
語
の
八
割
強
を
占
め
て
お
り
、
語

順
の
上
で
明
確
な

一
致
が
確
認
で
き
る
部
分
も
存
す
る
。
し
か
し
、
両
本
に
よ

っ
て
網
羅
で
き
な
い
所
収
語
が

「
い
」
部
で
三
割
弱
、
「あ
」
部
で
一
割
強
存

す
る
。
こ
れ
は
割
合
の
上
で
も
語
数
の
上
で
も
こ
れ
ま
で
の
系
統
の
な
か
で
最

も
高
い
数
値
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
所
収
語
の
な
か
に
は
、
大
広
益
本
の
チ
が
頭

書
増
補
本
や
広
益
二
行
本
以
外
か
ら
増
補
し
て
い
た

「
い
」
部
の
一
三
語
の
う

ち
人
倫
門
の

「家
童
子
」
等

一
〇
語
が
、
「あ
」
部
の
二
語
は
言
語
門
の

「行

者
」
「跡
職
」
が
と
も
に
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
編
纂
資
料
と
し
て
大
広
益
本

系
統
の
節
用
集
も
参
照
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る

（チ
と
ル
が
相

違
す
る
箇
所
に
つ
い
て
は
、
チ
と
の
一
致
が
顕
著
で
あ
る
）。
な
お
、
残
り
の

一
六
六
語
の
う
ち
、
易
林
本
以
下
の
い
ず
れ
か
の
節
用
集
の
所
収
語
と

一
致
す

る
の
は
四

一
語
に
す
ぎ
な
い
。

先
行
の
節
用
集
に
は
み
ら
れ
な
い
語
の
な
か
に
は
注
目
す
べ
き
語
が
多
く
み

ら
れ
る
。
「
い
」
部
言
語
門
の

「
一
厘
」
〓

毛
」
や
、
先
に
触
れ
た
、
ヨ
類
及

び
夕
類
の

「相
封
仕
」
「有
難

存
候
」
な
ど
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
明
ら
か
に

書
簡
や
文
書
で
使
用
さ
れ
る
語
を
参
考
に
し
て
所
収
語
と
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
他
に
も
、
三
類
の
い
ず
れ
に
も
み
え
る

「相
渡
」
「相
済
」
「
預

手
形
」

「
預

銀
」
「
被
遊
」
な
ど
も
文
書
や
書
簡
で
頻
用
さ
れ
る
語
と
い
っ
て
よ
い
。

ま
た
、
こ
れ
ら
と
同
様
の
も
の
と
は
断
言
し
が
た
い
が
、

「
い
」
部
の
言
語
門

ワ タ

ヨ



に

「
言
晩
」
以
下
、
ど
ロー
」
の
語
構
成
の
語
が
六
〇
語
も
増
補
さ
れ
て
い
る

の
も
注
目
さ
れ
る
。
元
禄
期
よ
り
後
の
節
用
集
の
大
部
分
は
こ
の
語
群
の
な
に

が
し
か
を
受
け
継
ぐ
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
な
語
が
本
文
部
分
に
増
補
さ
れ
て
い
る
の
と
は
別
に
、
ソ
の
頭

書
に
は

「書

状

書

初

書
留

文

章

高
下
付

替

詞

字
類
」
と
し
て
、

「
懲

弥
」
の
言
い
換
え
と
し
て
「
増
々
　
益
　
倍
　
弥
　
以
　
弥
増
　
偏

一
入
」
を
示
す
な
ど
の
よ
う
に
、
書
簡
用
語
を
い
ろ
は
順
に
掲
出
し
、
そ
の
類

語
や
使
用
上
の
区
別
を
記
す
部
分
が
存
す
る
。
こ
の
部
分
は
先
行
の
往
来
物
か

ら
の
転
載
か
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
本
文
部
分
へ
の
増
補
語
と
あ
わ
せ
て
、
こ

の
時
期
の
編
纂
者
が
想
定
し
た
節
用
集
の
使
用
目
的
を
窺
わ
せ
る
も
の
と
い
え

２つ
。こ

の
系
統
の
節
用
集
に
は
、
さ
ら
に
、
ヨ
の
頭
書
に

「増
字
大
全
し、
ネ
の
頭

書
に

「大
増
字
大
成
」
と
し
て
い
ろ
は
分
類
と
意
義
分
類
の
な
さ
れ
た
増
補
語

が
配
さ
れ
、
ソ
に
も
各
門
の
末
に
Ｏ
、
③
、
①
な
ど
と
し
て
増
補
語
が
収
め
ら

れ
て
い
る
。
「増
字
大
全
」
と

「大
増
字
大
成
」
は
同
じ
内
容
で
あ
る
。
ソ
の

門
末
の
増
補
語
も
若
干
の
語
の
出
入
り
は
存
す
る
も
の
の

「増
字
大
全
」
を
参

照
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
の

「増
字
大
全
」
は
所
収
語
、
語
順

と
も
に
字
尽
重
宝
記
に
よ
く

一
致
す
る
。
ま
た

一
致
す
る
語
の
な
か
に
は
、
合

類
節
用
集
か
ら
字
尽
重
宝
記
が
編
纂
さ
れ
る
段
階
で
増
補
さ
れ
た

「居

守

印
」
等
の
語
も
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

「増
字
大
全
」
は
字
尽
重
宝
記
の
所
収

語
を
抄
出
し
て
編
纂
し
た
も
の
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

以
上
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
こ
の
系
統
の
節
用
集
は
元
禄
期
の
節
用
集
の
な

か
で
最
も
独
自
に
内
容
を
増
補
し
た
節
用
集
と
い
え
る
。
な
お
、
山
田
忠
雄
氏

に
よ
る

『開
版
節
用
集
分
類
目
録
』
を
参
照
す
る
と
、
元
禄
期
よ
り
後
も
こ
の

系
統
の
節
用
集
の
版
行
は
続
い
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

四
、
ま

以
上
、
本
稿
で
は
元
禄
期
に
増
補
改
編
さ
れ
た
節
用
集
諸
本
に
つ
い
て
そ
の

編
纂
資
料
と
系
統
を
考
察
し
て
き
た
。
延
宝
期
の
合
類
節
用
集
や
新
刊
節
用
集

大
全
が
節
用
集
以
外
の
編
纂
資
料
を
も
駆
使
し
て
大
規
模
な
増
補
改
編
を
行
っ

て
い
た
こ
と
と
比
較
す
る
と
、
元
禄
期
の
節
用
集
は
い
さ
さ
か
新
た
な
展
開
に

欠
け
る
よ
う
に
も
み
え
る
。
し
か
し
、
い
く
つ
か
注
目
す
べ
き
点
は
存
す
る
。

ま
ず
、
古
本
節
用
集
永
禄
十

一
年
本
類
に
よ
っ
て
増
補
し
た
系
統
に
連
な
る

広
益
二
行
本
が
主
要
な
増
補
資
料
と
し
て
盛
ん
に
参
照
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ

る
。
従
来
、
易
林
本
以
降
の
版
本
の
節
用
集
に
は
古
本
節
用
集
の
所
収
語
は
そ

れ
ほ
ど
受
け
継
が
れ
な
か
っ
た
と
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
古
本
節
用
集
の
な

か
で
も
比
較
的
多
く
の
所
収
語
を
有
す
る
永
禄
十

一
年
本
の
所
収
語
は
、
広
益

二
行
本
を
通
し
て
と
い
う
間
接
的
な
形
で
こ
そ
あ
れ
、
元
禄
期
の
節
用
集
に
も

受
け
継
が
れ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
新
刊
節
用
集
大
全
が
同
じ
く

永
禄
十

一
年
本
系
統
の
吉
本
節
用
集
を
参
照
し
て
い
た
こ
と
も
考
え
あ
わ
せ
る

な
ら
ば
、
古
本
節
用
集
の
所
収
語
で
あ
っ
て
も
近
世
の
節
用
集
に
求
め
ら
れ
た

部
分
は
か
な
り
受
け
継
が
れ
た
も
の
と
考
え
て
よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

ま
た
、
従
来
の
節
用
集
の
所
収
語
を
受
け
継
ぐ
流
れ
の
一
方
で
、
元
禄
増
補

本
の
よ
う
に
、
書
簡
や
日
常
文
書
の
用
語
な
ど
、
従
来
の
節
用
集
に
は
見
ら
れ

な
い
語
も
比
較
的
多
く
収
め
る
節
用
集
諸
本
が
台
頭
し
て
く
る
の
も
こ
の
時
期

で
あ
る
。
元
禄
期
で
も
早
い
時
期
に
版
行
さ
れ
た
三
行
本
が
広
益
二
行
本
の
抄

出
本
と
で
も
い
う
べ
き
性
格
を
有
し
、
そ
の
凡
例
に

「誹
諧
の
漢
和
狂
詩

狂

聯
句
に
便
あ
ら
ん
が
た
め
」
と
記
す
こ
と
と
比
較
す
る
と
、
元
禄
増
補
本
は
そ

の
使
用
目
的
の
幅
を
通
俗
の
用
の
方
向
に
も
や
や
広
げ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

学
芸
に
関
わ
る
要
請
に
よ
っ
て
増
補
さ
れ
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
っ
た
節
用



集
は
、
書
簡
文
例
や
文
書
の
雛
形
な
ど
の
付
録
が
合
冊
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
こ

の
時
期
、
所
収
語
の
面
で
も
新
た
な
展
開
を
み
せ
つ
つ
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
も

ち
ろ
ん
、
こ
の
よ
う
な
変
化
が
、
従
来
の
節
用
集
も
通
俗
の
用
に
参
照
さ
れ
る

こ
と
が
あ
っ
た
が
ゆ
え
に
工
夫
さ
れ
た
結
果
で
あ
る
こ
と
も
忘
れ
て
は
な
る
ま

い
。た
だ
し
、
通
俗
の
用
に
も
対
応
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
は
い
え
、
節
用
集
の

所
収
語
が
学
芸
に
関
わ
る
面
を
失
っ
て
い
っ
た
と
単
純
に
考
え
る
わ
け
に
は
い

か
な
い
。
時
代
は
や
や
下
る
が
、
享
保
六
年
刊
行
の
文
林
節
用
筆
海
往
来
所
収
、

書
札
教
訓
状
の
次
の
記
述
は
示
唆
に
と
む

（引
用
に
際
し
て
は
句
読
点
を
補
い
、

傍
訓
の
一
部
を
省
略
し
た
）。

一、
対
琳
札
と
と
も
が
ら
は
そ
の
若
を
は
た
ら
か
せ
て，一課
Ｌ
ち
に
古こ語ご
鷹
対
を

引
、
平
生
人
の
し
ら
ざ
る
文
字
並

二
も
の
の
異

名
を
書
を
以
て
み
づ
か
ら

至
れ
り
と
思

へ
り
。
営
流
に
は
是
を
用
ひ
ず
、
只
な
だ
ら
か
に
讀
や
す
く
言

の
然
も
い
や
し
か
ら
ぬ
を
第

一
と
す
。
去
な
が
ら
、
む
か
し
よ
り
用
ひ
来
り

た
る
野
肇
古こ語ご
を
す
つ
べ
き
に
も
あ
ら
ず
、
丸
足
射
に
よ
る
べ
き
か
。
たは

ば
灘
射
の
段
都
、
鵬
ゎ
の
購
士し
な
ど
の
設
腱
ざ
ま
つ
さ
ら
訴そ囃
フヽ記
涎
が
ど

の
ご
と
く
な
る
も
り
ち
ぎ
選
た
る
な
れ
ば
、
同
彗
よ
り
い
予
に
はダ“こぼ
し

た
る
も
に
く
む
ま
じ
き
な
り
。

（以
下
省
略
）

「訴
状
請
状
」
の
よ
う
な
公
の
文
書
に
用
い
る
語
だ
け
で
な
く
、
時
に
は

「異
名
古
語
」
を
駆
使
し
よ
う
と
す
る
人
々
は
決
し
て
少
数
で
は
な
か
っ
た

で
あ
ろ
う
。
合
類
節
用
集
に
由
来
す
る
語
が
多
い

「増
字
大
全
」
は
こ
の
よ
う

な
人
々
の
要
請
に
い
さ
さ
か
で
も
答
え
よ
う
と
し
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
の
だ

ろ
う
か
。

近
世
節
用
集
の
特
徴
の
一
つ
と
し
て
、
生
活
全
般
に
関
わ
る
百
科
事
典
と
し

て
の
性
格
を
認
め
る
と
す
る
な
ら
ば
、
所
収
語
の
面
で
そ
の
実
現
が
模
索
さ
れ

始

め
た

の
は
、

ま
さ

に
こ
の
元
禄

期
だ

っ
た

の
で
あ

る
。

圧̈（１
）

上
田
万
年

・
橋
本
進
吉

『古
本
節
用
集
の
研
究
」
（大
正
五
年
）
三
四
六
ベ
ー
ジ

（２
）

高
梨
信
博

「近
世
前
期
の
節
用
集
　
―
四
十
七
部
非
増
補
系
諸
本
の
系
統
関
係

―
」
含
辻
村
敏
樹
教
授
古
稀
記
念
　
日
本
語
史
の
諸
問
題
』
平
成
四
年
）
以
下
、

高
梨
氏
の
言
及
は
特
に
注
す
る
も
の
を
除
き
こ
の
論
考
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

（３
）

見
出
語
と
割
書
中
の
語
で
見
出
語
に
準
ず
る
性
格
の
語
を
あ
わ
せ
て
所
収
語
と

称
す
る
。

（４
）

佐
藤
貴
裕

「近
世
節
用
集
書
名
変
遷
考
　
―
資
料
篇

・
付
言
―
」
∩
岐
阜
大
学

教
育
学
部
研
究
報
告
　
人
文
科
学
」
四
四
―
二
、
平
成
八
年
）、
な
お
、
佐
藤
氏
は

大
万
宝
節
用
集
増
字
大
成
に
つ
い
て
巻
末
が
欠
損
す
る
拙
蔵
本
の
年
代
記
の
記
載

か
ら
元
禄

一
六
年
を

一
応
の
刊
年
と
し
て
示
し
て
い
る
が
、
拙
蔵
本
と
同
版
と
み

ら
れ
る
亀
田
文
庫
本
の
刊
記
部
分
に

「費
永
こ
の
二
字
が
か
ろ
う
じ
て
確
認
で
き

る
こ
と
か
ら
本
稿
で
は
対
象
と
し
な
か
っ
た
。

（５
）

前
田
氏
蔵
本
は
巻

一
が
残
存
す
る
の
み
で
あ
る
が
、
こ
の
節
用
集
は
後
述
の
よ

う
に
ホ
と
同
じ
内
容
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
国
書
総
目
録
に
よ
る
元
禄
三
年
の
刊
年

に
矛
盾
し
な
い
と
考
え
、
こ
こ
に
示
す
こ
と
に
し
た
。

（６
）

こ
の
本
は
、
拙
蔵
本
で
の
最
終
記
載
年
は
元
禄

一
一
年
で
あ
る
が
、
山
田
忠
雄

『開
版
節
用
集
分
類
目
録
」
（昭
和
三
六
）
掲
載
の
山
田
忠
雄
氏
蔵
本
は
元
禄

一
三

年
刊
と
さ
れ
て
い
る
。

（７
）

こ
の
本
は
、
岡
田
希
男
氏
の

「元
禄
期
の
辞
書
界
」
（『立
命
館
大
学
」
一一一―
八
、

昭
和

一
三
年
）
に
お
い
て
も
元
禄
六
年
刊
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
、
岡
田
氏

も
亀
田
文
庫
蔵
本
に
よ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
も
ち
ろ
ん
、
元
禄
六
年
刊
本
が
あ

っ
て
、
宝
永
七
年
に
改
修
の
上
刊
行
さ
れ
た
と
い
う
可
能
性
も
捨
て
き
れ
な
い
が
。

（８
）

古
屋
彰
１
世
話
字
尽
」
展
望
　
―
延
宝
か
ら
享
保
ま
で
―
」
∩
金
沢
大
学
文
学

部
論
集
　
文
学
科
篇
」
四
、
昭
和
五
八
年
）、
小
川
武
彦

「ｆ
一才
全
書
誹
林
節
用

集
」
解
説
」
∩
青
木
鷺
水
集
　
第

一
巻
」、昭
和
五
九
年
）
な
ど
。

（９
）

広
益
二
行
節
用
集
は
亀
田
文
庫
蔵
本
に
よ
る
。
頭
書
増
補
本
系
統
の
節
用
集
は

多
く
の
版
が
存
す
る
が
、
元
禄
期
刊
行
の
も
の
は
改
行
や
改
丁
の
際
に
語
形
や
漢

字
表
記
に
乱
れ
を
生
じ
て
し
ま
っ
て
い
る
も
の
が
多
い
こ
と
か
ら
、
亀
田
文
庫
蔵
、

貞
享
四
年
刊
頭
書
増
補
節
用
集
大
全
に
よ
る
。

（１０
）

亀
田
文
庫
に
も
元
禄
五
年
刊
の
頭
書
増
補
節
用
集
大
全
は
蔵
さ
れ
て
い
る
が
、



高
梨
氏
の
言
及
す
る
本
と
は
異
な
る
。

（Ｉ
）

高
梨
信
博
「近
世
節
用
集
の
序

・
跛

。
凡
例

（
一
ご

（
『国
語
学
　
研
究
と
資
料
』

一
一
、
昭
和
六
二
年
）
に
こ
の
記
述
に
つ
い
て
言
及
が
あ
る
。

（‐２
）

木
村
秀
次

「寛
文
十
年
本

「頭
書
増
補
二
行
節
用
集
」
に
つ
い
て
し
翁
馬
淵
和

夫
先
生
退
官
記
念
　
国
語
学
論
集
」、
昭
和
五
六
年
）

（‐３
）

両
書
の
所
収
語
が
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
こ
と
は
、
既
に
、
菊
田
紀
郎

「近
世
節
用

集
の
開
版
事
情
―
大
広
益
節
用
集
を
例
に
―
」
翁
山
形
県
立
米
沢
女
子
短
期
大
学

紀
要
」
二
七
、
平
成
四
年
）
が
言
及
し
て
い
る
。

（‐４
）

主
要
な
編
纂
資
料
が
広
益
二
行
本
か
ら
頭
書
増
補
本
に
移
っ
て
い
く
の
は

「
に
」

部
以
降
の
よ
う
で
あ
％
そ̈
める

（・５
）

こ
れ
ら
の
う
ち

「
言

含
」
等
の
三
語
は
頭
書
増
補
本
や
広
益
二
行
本
の

「ゆ
」

部
言
語
門
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。

（・６
）

頭
書
増
補
本
の
中
に
も

「増
難
字
尽
」
と
し
て
増
補
語
を
掲
出
す
る
節
用
集
が

存
す
る
も
の
の
、
そ
の
語
数
は
全
体
で
も

「増
字
大
全
」
「
い
」
部
の
所
収
語
数
よ

り
も
少
な
い
。

（・７ど子帥
一田酔中藤州
一岬義鰤製樹萎グ飩』疏梨ピ軸一輻』た呻一”秘嚇“一

こ
と
を
決
し
て
拒
ま
な
い
」
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
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本
稿
の
提
出
後
、
高
梨
信
博

「近
世
節
用
集
の
一
展
開
―
―
四
十
七
部
系
か
ら
四
十

五
部

・
四
十
四
部
系

へ
―
―
」
翁
国
文
学
研
究
」

一
二
三
、
平
成
九
年
）
が
発
表
さ
れ

た
。
系
統
の
位
置
づ
け
な
ど
に
つ
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て
、
本
稿
に
先
立
っ
て
明
ら
か
に
し
て
い
る
点
も

多
い
。
あ
わ
せ
て
参
照
さ
れ
た
い
。


